
委 員 会 報 告 書 

委員会名 平成 26年度 第 7回 生産技術委員会 

開催日時 平成 27年 3月 5日（木） 15：30～17：30 

開催場所 石油資源開発 19階 1906会議室 

出 席 者  

(敬称略)        

大下委員長、松原副委員長、荒木、巳波、佐々木（オブザーバとして）、

渡邉、大西、島田、林田、村上（中居代理として）、河合、内田、古

座野・寺本（運営幹事） 

以上 27名中 13名、オブザーバ 1名 

議事 1. 幹事会報告 

・ 平成 27年度春季特別講演 3件について幹事会で検討、講演者を調

整している。講演候補は、低油価関連(東大藤田名誉教授)、東京

スカイツリー(大林組)、水素エネルギー(東海大内田教授)。 

・ 平成 28 年度地方大会の開催地は秋田を候補地として理事会に諮

ることを合意した。 

・ 協会誌印刷所の選定のコンペについて検討している。 

 

2. 理事会報告 

・ 平成 28年度地方大会開催地を秋田とすることが承認された。 

 

3. 平成 26年度会計報告 

・ 平成 26 年度の生産技術委員会の活動費の収支報告が運営幹事よ

り行われた。 

・ 収入は石油技術協会より 30万円、支出は地方大学開催等の懇親会

費用として 21万 8,835円であった。 

 

4. 平成 27年度春季講演会シンポジウムプログラムについて 

・ 前回委員会で和文テーマ「海洋開発の今 ～技術課題・HSEへの取

り組み～」が決定済み、その後シンポジウム小委員会にて英文テ

ーマと概要、プログラムについて検討した。 

・ 英文テーマは「Technical and HSE Challenges for Offshore Field 

Development」に決定した旨が報告され、他の概要とプログラムに

ついて各委員が持ち帰って検討、3月 13日を目安に委員会案を取

りまとめ、事務局へ報告することとなった。 

 

5. 平成 27年度春季講演会個人講演プログラムについて 

・ 全 44件の申し込みがあり、調整の結果全件口頭発表となった。 

・ 運営幹事にて、プログラム案を作成、各委員が持ち帰って検討し、

シンポジウムプログラムと同じ日程で事務局へ報告する。 

・ 学生優秀発表の採点方法について議論され、各委員からの意見募

集後、事務局にて次回委員会までに素案を作成することとした。 

 

6. 平成 27年度見学会について 

・ 平成 27 年度見学会は、JAMSTEC 横須賀⇒淵野辺 Schlumberger 社

ラボコースとすることが承認された。 

・ 見学小委員会から提示された会告案について、保護具の持参に関

しては「学生で保護具の準備ができない方は問い合わせください」

と追記し、事務局へ提出することが合意された。 



 

7. 平成 27年度委員会開催場所について 

・ 第 1回 JOGMEC、第 2回 INPEX、第 3回 JX、第 7回 JAPEX開催とす

ることが合意された。 

・ 第 4 回と第 5 回の地方大学開催については、北大・秋大・京大か

を候補とすることとした。 

・ 第 6 回の開催場所は上記 4 社以外とし、引き続き協議することと

なった。 

 

8. 次回以降の委員会開催場所について 

・ 第 1回：平成 27年 5月 14日(木) 15:30～ JOGMEC (虎の門) 

 

9. 話題提供 

・ 「メタンハイドレート第一回海洋産出試験におけるサンドコント

ロール手法」 

石油資源開発 環境・新技術事業本部 寺尾 好弘 様 

 

       以上 

 


